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序

韮崎市では、近年県営画場整備事業等の大規模開発にともない、数多くの遺

跡が発掘調査され貴重な文化財が発見されています。この度発刊された本報告

書は、そのような貴重な発見が相次ぐ大規模開発の一端として平成 5年度県営

圃場整備事業に伴い発掘調査された立石遺跡の報告であります。

立石遺跡からは弥生時代・古墳時代 。平安時代の遺物や遺構が発見されまし

た。遺跡から出上した遺物は当時の生活用品である土器・陶器が主体となって

おり、貴重な資料を得ることができました。これらの資料は文化遺産として、

永く後世に伝えて行かなければならないものです。報告書はそれらの文化財を

記録にとどめたものであり、本書が我 の々先人の生活と歴史をときあかすため

の手助けになればと願っております。

末筆ですが、遺跡の発掘調査並びに報告書作成に伴い、多大なる御理解と御

協力を賜った関係諸機関及び関係者の皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成 6年 3月 31日

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教育長 秋 山 利 良



例

1 本書は、県営圃場整備事業に伴う立石遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、峡北土地改良事務所負担金、文化庁・ 山梨県の補助金を受け、韮崎市教育委員会

が実施 した。

3 本報告書の作成並びに整理作業は、韮崎市教育委員会社会教育課が行った。

4 凡 例

① 遺構の番号は発掘調査現場において付けたものである。② 縮尺は各挿図ごとに示 した。挿

図中の ドットは焼上をあらわす。③ 遺構断面図の水糸標高 (m)は数字で示した。④ 挿図断面

図の C////2は石をあらわす。⑤ 歴史時代土器断面、白ぬきは土師器、黒は須恵器、網点は陶

器をあらわす。③ 写真図版中遺物に付けられた番号は、実測図の番号と対応する。

5 発掘調査及び報告書作成に当たり、多くの方々から御指導・御協力をいただいた。一々御芳名

を上げることは割愛させていただくが、厚く御礼を申し上げる次第である。

6 発掘調査、整理によって出土並びに作成された遺物及び資料は、韮崎市教育委員会において保

管している。
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調査に至る経緯と概要

平成 5年度県営圃場整備事業実施に伴い、本市教育委員会では韮崎市圃場整備室から依頼を受け、

事業予定地区を平成 4年度に踏査及び試掘を行い、遺跡の存在を確認 した。その結果をもとに、峡

北土地改良事務所 。山梨県教育庁文化課 。市教育委員会で協議を行い、立石遺跡について、圃場整

備事業に先立って面積約2300m2を 対象として発掘調査を行い、記録に留め永く後世に伝えることと

した。

発掘調査は、平成 5年 8月 末より開始し約 2カ 月間おこなった。引き続き、遺物等の整理作業を

行い、報告書作成までの作業が完了したのは、平成 6年 3月 であった。

Ⅱ 遺跡の立地と環境

1 遺跡の立地

立石遺跡は、山梨県韮崎市4・M町中条字立岩地内に所在した。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置し、甲府盆地の北西端を占めている。市内を貫流する釜無川・

塩川により、地形的にほぼ山地・合地・平地の三地域に分けられる。塩川右岸の氾濫原は、塩川の

侵食によって造られた茅ガ岳山麓の断崖と、七里岩合地東側の片山とに挟まれた低地性の平地となっ

ている。この平地は通称藤井平と呼ばれ、地内を貫流する黒沢川 。藤井堰により水利がよく、肥沃

で豊かな水田地帯が広がっている。また、『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中

條、下條、韮崎等ノ数村ヲ里人藤井ノ庄五千石 卜云Jと 記載があり、古くから穀倉地帯であったこ

とが窺える。当該地帯は一見平坦地の様相を呈してはいるが、地形を観察してみると、度重なる氾

濫によって自然堤防状の微高地が所々に発達 していることがわかる。藤井平は、このような微高上

に遺跡が点在しており、立石遺跡は標高約398mの 水田下に発見された。

2 周辺の遺跡

番 号 遺  跡  名 時 代 区 分 備 考

① 立 石 遺 跡 弥生 古墳 平安 平成 5年度 韮崎市教育委員会調査

② 中  本  田 縄文 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

③ 中 道 縄文・ 平安 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

④ 下  木  戸 平安

⑤ 中 田小 学 校 縄文・ 弥生 。奈良 。平安 昭和59年度 韮崎市教育委員会調査

⑥ 金 山 中世～近世 昭和60年度 韮崎市教育委員会調査

―
-1-一



番 号 遺  跡  名 時 代 区 分 備 考

⑦ 一削 田 鞍 昭和62年度 韮崎市教育委員会調査

③ 宮 ノ前 第 2 奈良。平安 。中世 平成 2年度 韮崎市教育委員会調査

⑨ 宮  ノ 前 縄文・弥生 。奈良。平安 平成元年～平成 2年 韮崎市遺跡調査会調査

⑩ 北  後  田 縄文 。平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査

⑪ 後 田 縄文・弥生・古墳・奈良。平安 昭和63年度 韮崎市教育委員会調査

⑫ 堂  の 前 弥生 。奈良。平安 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

○ 北  堂  地 縄文 。平安 。中世・近世 平成 2年度 韮崎市教育委員会調査

⑭ 堂 地 縄文 。平安 。明治 平成 3年度 韮崎市教育委員会調査

⑮ 普  門  寺 平安 。中世 昭和61年度 明野村教育委員会調査

⑩ 大 豆 生 田 縄文・弥生 。平安 昭和49年度 山梨県教育委員会調査

⑫ 大 小 久 保 鞍 昭和57年度 須玉町教育委員会調査

⑬ 湯 沢 稜 昭和58年度 高根町教育委員会調査

⑩ 能  見  城 中瞬 巨

⑩ 新 府 城 跡 中嚇 Б 国指定史跡

Ⅲ 遺跡の地相概観

立石遺跡は、藤井町と中田町の間に位置する。周囲は水田が広がり、比較的眺望のよい微高地で

ある。水田床土下には暗褐色糸土～黒褐色土層が形成され、それを取り除くと砂礫土となる。遺構

は暗褐色土中に掘りこまれていた。

Ⅳ 調査の方法

地形を考慮 し任意に10m方眼を設定し調査を行った。耕作土・表土を排除した後、鋤簾等により

精査を行い、遺構確認の後、掘り下げを行った。遺物は出るが遺構の確認困難な箇所は任意に試掘

用小濤を設定し掘り下げを行い調査を実施 した。
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第 1図 立石遺跡①と周辺の遺跡 (1:50000)
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第 2図 立石遺跡位置図 (1:2500)
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第 3図 立石遺跡全体図 (1:500)
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構遺

調査の結果発見された遺構は、竪穴住居址 7軒、うち古墳時代 2軒 。平安時代 4軒・不明 1軒、

掘立柱建物址 。濤状遺構が発見された。

<1号住居址>(第 4図 )

調査区域南半部中央東側に位置する。暗褐色土中に黒褐色上の落ち込みを発見し掘り下げる。平

面形態は不整円形を呈する。東西約2.7m、 南北約 3mの大きさをもつ。壁は僅かに外傾 しながら

立ち上がり、55cm前後の高さである。底面は中央がややくばむ。柱穴等の内部施設は確認されな

かった。本遺構は住居址としたが、性格不明である。

<2号住居址>(第 5図 )

調査区域南半部中央南側に位置する。平面形は隅円方形を呈する。東西約4.8m、 南北約4.7mの

大きさをもつ。壁は外傾 しながら立ち上がり、確認面からの深さは15～30cm前後である。床面は

中央がややくぼむ。穴が三つ発見されたが柱穴かどうかはわからない。ほかにカマ ド等の内部施設

は確認されなかった。
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第 4図  1号住居址平 。断面図 (1:60)
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第 7図  4号住居址平・断面図 (1:60)

<3号住居址>(第 6図 )

調査区域南半部北側に位置する。平面形は長方形を呈する。東西約2.9m、 南北約3.6m程の広さ

をもつ。壁は外傾 しながら立ち上がり、30cm前後の高さである。床面はほぼ平坦。カマ ドは南東

隅につくられる。柱穴・ 周濤等の内部施設は確認されなかった。

<4号住居址>(第 7図 )

調査区域北半部東側に位置する。暗褐色土の落ち込みを発見し、床面を確認 しながら掘り下げた。

一辺約3.8mの 規模をもち、平面形はほぼ正方形を呈する。壁は外傾 し立ち上がり、20cm前後の高

さである。床面はほぼ平坦。北側に大きなくばみが確認されたが、カマ ドの跡であろうか。柱穴・

周濤等の内部施設は確認されなかった。

<5号住居址>(第 8図 )

調査区域北半部中央に位置する。東西約4.8m、 南北約4.7mの 規模をもち、平面形は南東側が膨

らむが、ほぼ隅円方形を呈する。壁は外傾 しながら立ち上がり、50～60cm前後の高さである。床

面は黄褐色上を呈し、ほぼ平坦。南東隅に石を用いてカマ ドがつくられている。柱穴・周濤等の内

部施設は確認されなかった。
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<6号住居址>(第 9図 )

調査区域北半部北辺に位置する。東西約5.8m、 南北約5.lmの規模をもち、平面形は隅円長方形を

塁する。壁は外傾しながら立ち上がり、70cm前後の深さである。床面は周囲が一段高くなっており、

中央部分がくぼむ。柱穴は4本主柱穴で、床面からの深さ30～45cmと 不揃いである。床面の段差は

柱火あたりからである。炉は確認されなかったが、くばんだ床面南西に穴が発見されており、上がや

や焼成を受けているようなのでもしかしたら炉跡かもしれない。内部施設ではないが、床面には平石

が三個おかれていた。

<7号住居址>(第 10・ 11図 )

調査区域北半部北東に位置する。暗褐色上の落ち込みを発見し掘り下げるが、埋没土と遺構の掘り

込んである土層の区別がやや困難であった。規模は東西約5.2～5.3mで北辺がやや長い、南北方向は

5m程である。壁の検出が難しく南側は外側へ2m強程掘りすぎてしまった。平面形は隅円長方形を

呈すると思われる。壁は外傾しながら立ち上がり、60～ 70cm前後の深さである。床面はほぼ平坦。

柱穴は4本主柱穴で、床面からの深さ15～30cmと 不揃いである。炉は直径60cm程で床面南西に2個

の枕石と平石 1個を用い構えられている。

―-12-―
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第11図  7号住居址平 e断面図 (1:60)
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<1号土坑>(第 12図 )

調査区域北半部北側に位置する。規模は長軸約4.5m、 短軸1.7m前後で、平面形は長楕円形を呈

し、深さは40cmほ どである。本遺構の性格等は不明。

<1号円形土坑>(第 12図 )

調査区域北半部北側に位置する。 1号土坑内の北西側に発見される。径60cm前後、 1号土坑底

からの深さは20cm前後。本遺構の性格等は不明。



C 398.539 C

D 398.539 Dア

0           2m

第13図  1号掘立柱建物址平・断面図 (1:60)
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<2号円形上坑>(第 12図 )

調査区域北半部北側に位置する。 1号土坑の東側に発見される。径約80cm前後、深さは50cm程

である。本遺構の性格等は不明。

<3号円形土坑>(第 12図 )

調査区域北半部北辺に位置する。 6号住居址埋没土中に発見される。径約 lm、 深さは30cm程

である。本遺構の性格等は不明。

<4号円形土坑>(第 12図 )

調査区域北半部北辺に位置する。 6号住居址埋没土中に発見される。径約 lm強、深さは20cm

程である。本遺構の性格等は不明。

<1号掘立柱建物址>(第 13図 )

調査区域北半部中央東側に位置する。試掘用小濤の掘り下げにより、小穴が確認されたので、周

囲を拡張し掘り下げたところ、外にいくつかの小穴が発見されたので掘立柱建物址とした。長辺 4

m、 短辺3m程の大きさをもつ。平面形は不整の円形で不揃い、確認面からの深さは30～50cm程

である。掘立柱建物址と見るにはいまひとつかもしれない。

(1号滞>(第 14図 )

調査区域北半部東側に位置する。ほぼ南北方向に掘られている。北から南へ流れをもつ。

ている。

<1号住居址出土遺物>(第 15図 )

出土遺物一覧

<2号住居址出土遺物>(第 16・ 17図 )

出土遺物一覧

(単位 Cm)

(単位 cm)

Ⅵ 遺

本遺跡から出土した遺物は、住居址に伴うものが主体で、ほかに掘立柱建物址 。濤からも出上し

番号 種 類 器 形
法   量

胎  土 色調(界悪)
整形・ 特徴 。その他

器高・ 口径 。底径

銚 必

笹

細かい赤・ 白色粒
子歩合すP

明赤褐色
底部に墨書あり

底部破片

2 珊 甕 _,13.6,_
金雲母と白・黒色

粒子を含む

にぶい橙色

橙色

内面―顎部下の指頭痕と横刷毛
目が見られる

空軍戻魯縁蔀念磐事留響青是形
土器

口縁部破片

種 類 器 形
法   量

胎  土 色調(界唇)
整形・ 特徴 。その他

器高 。日径・底径

1 土師器 皿 ____,15,0, _ 金雲母を含む 褐色
回縁部撫で

口縁部破片

2 土師器 高合付皿 ____,_'7.0 金雲母を含む にぶい橙色
底部回転糸切 り痕

破片

―-18-―



(単位 cm)

番号 種 類 器 形
法  量

胎  土 色調(界唇)
整形・ 特徴 。その他

縞 。日径・泥墾

3 土師器 高合付皿 ___,_,6.8 赤色粒子を含も 橙 色
底部回転糸切り痕
柱状高合   底部破片

4 土師器 高合付皿 ___,_,3.4 金雲母を含む にぶい橙色
底部回転糸切 り後付高合

破片

5 土師器 高合付皿 5。 0,16.0,7.6 金雲母を含む にぶい橙色
口縁部撫で

1/5残

6 土師質 かわらけ 1.5, 7.7,4.6 金雲母を含む 黒褐色
にぶい褐色

底部回転糸切 り痕
口縁部一部欠損

7 土師質 ん胡うらけ 一――ターーー,5,8 金雲母を含む 明赤褐色

灰褐色
底部回転糸切 り痕

破片

8 土師質 かわらけ 2.6, 9.5,5.2 金雲母、細かい

黒色粒子を含む

灰褐色
にぶい褐色

底部回転糸切り痕
1/5残

9 土師器 甕 _,___,6.7 ヽ
む

色

含

白

を
赤色粒子

橙色
底部回転糸切 り痕

底部破片

10 石 器 脇

石 器 脇

12 鉄 器

13 鉄器 鱒

14 鉄器 紡錘車

<3号住居址出土遺物>(第 18図 )

出土遺物一覧

<4号住居址出土遺物>(第 19図 )

出土遺物一覧

(単位 cm)

(単位 cm)

番号 種 類 器 形
法  量

胎  土 色調(界唇)
整形・ 特徴 。その他

絹 ・ 酪 。 酪

1 石 器 凹 石

番号 種 類 器 形
法  量

胎  土 色調(界目)
整形・ 特徴 。その他

縞
。

略 ・ 降

1 土師質 芥 3,7,10.8, 5.0
細かい砂粒を多

く含む

にぶい黄橙色

にぶい黄橙色と

一部橙色

底部糸切 り痕

雑な整形でゆがみが激 し

い      1/3欠 損

2 土師器 高合付杯 _,14.4,_ 赤色粒子

白色粒子を含む

褐灰色

明赤褐色

内面暗文あり

底部回転糸切 り後付高台

1/4残

3 土師器 甕 ――― ,一――, 8.8 白色粒子を含む にぶい赤褐色

外面胴下部ヘラ削り

底部木葉痕

底部破片

4 土師質 内耳土器 ,31.0,

粗

金雲母、砂粒を

含む

暗褐色

黒褐色

内外撫で

回縁部破片
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<5号住居址出土遺物>(第 20図 )

出土遺物一覧

<6号住居址出土遺物>(第 21図 )

出土遺物一覧

(単位 cm)

(単位 cm)

番号 種 類 器 形
法  量

胎  土 色調(界唇)
整形・ 特徴 。その他

器高 。口径・底径

1 土 師 器 杯 5,4,13.1,6.1
赤・ 白色粒子を

含む

にぶい褐色

にぶい黄褐色

内面―蹂付看
底部回転糸切 り痕

体部～底部 jFE片

2 土 師 質 かわらけ 2.6,10.6,4.6
白・ 赤色粒子、

金雲母を含む
隆色

底部回転糸切り後外周ヘラ

肖Jり           4/5残

3 土 師 器 葛合付皿 ――――,一一――
'9・

0
細かい金雲母、

白色粒子を含も
橙色

付高合

底部破片

4 土 師 器 甕 _,31.5,_
やや粗い砂粒を

含む

にぶい褐色

にぶい赤褐色

内面―横刷毛 目
外面一縦刷毛 目

口縁部～胴部破片

5 庚釉陶器 高台付娩 8.0
密

白色粒子を合む
灰白色

底部回転糸切 り後付高合

底部破片

6 灰釉陶器 親 ____,15.0,_ 白色粒子を含む 灰白色 口縁部破片

7 灰釉陶器 銃 7.2,15,7,7.0
密

白色粒子を合も
灰白色

底部付高合

3/5万完

8 土 師 質 輔の羽口 小石を含む
浅黄橙色

灰褐色

熱を受けた為か脆い

先端部に熔融物付着
先端部破片

9 鉄  器 紡錘車

10 鉄  器 ?

番号 種 類 器 形
法  量

胎  土 色調(界吾)
整形・ 特徴 。その他

器高・口径・底径

1 土 師 器 対形土器 5.6,12,4,_
白・赤色粒子

金雲母を含む

橙 色

(内面に煤付着)

内面―暗文あり

外面一口縁部横撫で、胴～

底部ヘラ磨き

完形

2 土 師 器 小型壷 19。 1,10.5, 4.5
佃かい砂粒と金

雲母を含む
浅黄色

内面一日縁～頸部横撫で、
BF丁F部に刷毛目がみられる

外面一口縁～頸部横撫で胴上判刷
毛目後に撫で、胴下半ヘラ
削り  口縁部一部欠損

3 土 師 器 合付甕 30.3,16.6,10.0
金雲母・砂粒を

含む

にぶい褐色

褐色

S争伏口縁郡横撫で
内面―指頭痕あり

'卜

面―細かい刷毛目 (一部鄭め
Hl合部ヘリは内側に折り返ってし
る          完形

4 土 師 器 合付甕 28.8,16.2, 9.6
細かい砂粒と金

雲母を含む

赤褐色

黒褐色一部赤程

色

S字状口縁部横撫で
内面―指頭痕あり
外面―斜め刷毛目
脚合部内側に指頭痕、へりは内側に
折り坂っている  胴部一部欠損

5 土 師 器 甕 12.3,10.3, 1.5
赤・ 白色粒子を

含む

橙 色

(一部黒変)

輌 一 回縁郡斜 め磨 き、胴■部と誘 ツ
刷=E日 、月1可 卜部肖Uり ?

+面―頸部撫で、胴上部斜め磨 き、郎

ヰ著隣範誉き、月

「

下訂蛸」りつ額gき

,査部に単¶カミぁ く

月職零 。口霜騨語の一部 欠損

一 拗 ―



<7号住居址出土遺物>(第 22・ 23・ 24図 )

出土遺物一覧
(単位 om)

番号 種 類 器 形
法   量

胎  土 色調(界唇)
整形・ 特徴 。その他

器高 。回径 。底径

1 土師器 一亜 __,__,8.3
雲母、砂粒を

含む

にぶい黄橙色

橙 色

(一部黒変 )

内面―顕部横撫で、胴上部に輪
積痕、指頭痕がみられる

外面―頸部横撫で、胴部磨きの
後撫で  日縁部欠損

2 土師器 一里 27.1,14,0, 9,4
赤 。白色粒子、

砂粒を含む

にぶ い褐 色

(一部黒変 )

内外面―細かい刷毛目

回縁部・底部一部欠損

3 土師器 小型壷 , 6.0,
白色粒子、砂

粒を含む
明赤褐色

外面―磨きあり

破片

土師器 長頸甕 18.2, 8.4, 4,0
細かい砂粒を

合む

橙 色

にぶい褐色

内面一顕部ヘラ撫で
外面―全面磨き

(磨滅により不鮮明)

ほぼ完形

土師器 合付甕 9.5
細かい砂粒を

含む

にぶい橙色

にぶい黄橙色

S字状 口縁 台付 甕 の脚 台 部 か ?

内面 ―指 頭 痕 が み られ る

外面 一上 半 に刷 毛 目痕 、ヘ リは

内側 に折 り返 って い る

脚 合部 破 片

6 土師器 合付甕 29,0,15.8, 9.2
粗い砂粒を含

む

明赤褐色

橙 色

S~F状 口縁 部 積 撫 で

有面 一胴 上 部 に 指 頭 痕 、 下 部 に

刷 毛 目、 み こみ 部 に 撫 で

の 様 な 磨 きが み られ る

朴面 ―胴 部 に 斜 め 刷 毛 目

7 土師器 合付甕 ,13.0,
赤・白色粒子、

金雲母を含む

にぶい黄橙色

にぶい橙色

S字 状 口縁 部 横 撫 で

内 面 ― 胴 上 部 に 指 頭 痕

外 面 ― 胴 部 に 斜 め 刷 毛 目

回縁 部 ～ 胴 部 破 片

8 土師器 合付甕 28。 8,17.5,10.4
金雲母・砂粒

を含む

明赤褐色

(一部黒変 )

内 面 ― 胴 上 部 に 指 頭 痕

外 面 ― 胴 部 に 斜 め 刷 毛 目

脚 合 部 は ヘ リが 内 側 に 折 り

返 っ て い る   一 部 欠 損

9 土師器 合付甕 ____,15.0,_
赤色粒子を含

む

橙 色

にぶい橙色

S字状回縁部横撫で

内面―胴上部に指頭痕
外面一胴部に斜め刷毛目

口縁部～胴部破片

10 土師器 合付甕 ____,13.6,_ 砂粒を含む
橙 色

黒褐色

S字状口縁部横撫で

外面一胴部に斜め刷毛目

回縁部～胴部破片

11 土師器 合付甕 ____,16.2,_
細かい金雲母、

白色粒子を含

む

にぶい赤褐色

暗褐色

S字状口縁部横撫で

内面―胴部上半に指頭痕
外面―胴部に斜め刷毛目

2/3房完

12 土師器 合付甕 11.9,_
細かい金雲母、

砂粒を含む

明赤褐色

下部赤褐色

褐 色

S字状 口縁 部 横 撫 で

内面 一胴 上 部 に指 頭 痕 、横 刷 毛

目が わ ず か に 見 ら/bる
外面 一月同部 に斜 め 刷 毛 目

口縁 部 ～ 胴 部 破 片

13 土師器 甕 _,13.0,_
金雲母、自佳

粒子を含む
橙  色

内面一日縁部斜め刷毛目

口縁部破片

14 弥生土器 一旺
金雲母、砂粒

を含む
赤褐色

外面一日縁部に縄文が施さ

れてヤヽる

回縁部破片

15 土師器 甑 5,0
白色粒子を含

む
にぶい黄橙色

内面一斜め刷毛目
外面―縦刷毛目
底部に単孔がみられる

底部破片
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<1号掘立柱建物址出土遺物>(第 25・ 26図 )

出土遺物一覧

<1号溝出土遺物>(第 27図 )

出土遺物一覧

(単位 cm)

(単位 Cm)

番号 種 類 器 形
法  量

胎 土 色調(界唇}

整形・ 特 徴 。そ の他
器高 。口径・底径

1 弥生 ? 一堕 ―一―――'10・
8,_

細かい砂粒を

多 く含む
浅黄橙色

外面
展零幹撓電襲疑訴所斥軍菅油
かって縄文が施されている

回縁～胴部破片

2 土師器 長頸壷 ____,16,7,_
粗

砂粒を含む
にぶい橙色

内面―頸部ヘラ撫で、胴部刷毛

目調整の後、撫で

外面一磨き状のヘラ撫で
1/3残

3 弥生土器 一望

金雲母と白色・

黒色粒子を合

む

橙色

明赤褐色

内面一指頭痕が見られる

外面一櫛歯状工呉による刺突文、

刷毛日痕が見られる

破片

4 土師器 長頸重 _,16,7,____
伍

砂粒を含む
にぶい橙色

内面一刷毛目の後ヘラ撫で

外面一磨き状のヘラ撫でとヘラ

磨き
口縁部破片

5 弥生土器 甕 _と ___, 2.2
白色粒子を含

む

にぶい橙色

にぶい褐色

内面―撫で

外面―顕部に櫛描波状文が施さ

ンをる
口縁部破片

6 土師器 合付甕 _,16.8,____
細かい砂粒を

含む

にぶい黄橙色

睡

内面―胴部上半に指頭の圧痕が

外面―鯖票花鳥行す る刷毛 目が
見 られ る

S字状 回縁部を有す
含縁部破片

番 号 種 類 器 形
法  量

胎 土 色調(界目:

整形・ 特徴 。そ の他
器高・ 口径 。底径

1 土師器 郭 4.8,16.0, 3.5

金雲母と赤色

粒子・ 白色粒

子を含む

橙 色

にぶい橙色

内面一撫で

外面一体部左方向ヘラ削り

底部一ヘラ削り

1/3欠 損

2 土師器 杯 4.4,13.6,___
金雲母と白色

粒子を含む

明赤褐色
外面一体部表面ヘラ削り

1/3ア発

3 土師器 一里 ___,16.3,___
佃かい砂粒を

含む

にぶい褐色

内面一細かい磨きが施されてい

る

外面一撫で
口縁部破片

4 土師器 甕 ,12.6,_

金雲母と白色。

黒色粒子を合

む

橙  色

外面―胴上部斜行する刷毛目

口縁部―S字状

日縁部 。胴部破片

5 土師器 合付甕 ____,13.6,____

金雲母と白色・

黒色粒子を合

む

明赤褐色

褐 色

内面一胴部上半に指頭による圧痕

外面一縦方向に斜行する刷毛目

口縁部一S字状

口縁部～胴部破片
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<遺構外出土遺物>(第 28図 )

出土遺物一覧
(単位 cm)

番号 種 類 器 形
法  量

胎  土 色調(界悪)
整形・ 特徴 。その他

器高・ 口径・底径

1 石 器 石棒

2 弥生土器
砂粒、白色粒

子を合む
灰黄褐色

外面に櫛描波状文が施されて

いる

日縁部破片

3 弥生土器 甕

金雲母と白色

粒子・赤色粒

子を含む

橙 色

にぶい橙色

外面―縦刷毛目

口縁部横撫で

口縁部破片

4 弥生土器 一更 砂粒を含む にぶい橙色
羽状縄文が施されている

破片

5 弥生土器 ? 砂粒を含む にぶい黄橙色

刺突文

櫛描波状文が施されている

‐       破片

6 弥生土器
白色粒子を多

く含む

橙 色

明褐色

外面に櫛描波状文が施されて

いる

回縁部破片

7 土師器 小型甕 ,16.0,
白色粒子を含

む
にぶい黄橙色

外面一口縁部、細かい横方向

の刷毛目

胴部、斜行する刷毛目

口縁部破片

8 土師器 壺 14.4,10.3, 3.3
各種砂粒を含

む
にぶい橙色

勺面 ― 口縁部横方 向刷 毛 目整形後
撫 で
胴 上部指頭圧痕
胴 下部 指頭 によ る撫 で

■面 ―縦 方 向の刷 毛 日整形後 、 こ
まか �ヽヘ ラみが き

口縁部体部 一部 欠損

9 土器質 かわ らけ 3.2,11.0, 4.8

金雲母と白色・

赤色粒子を含

む

笹 色

底部回転糸切り痕

口縁部一部欠損

10 白磁 娩 _,14.0,_ 清 製 明緑灰色

内面と、外面日縁部より体部

上半に釉がかかっている

日脚 麟

鉄 器 刀子 ?
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第16図  2号住居址出土遺物 (1:3)
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第17図  2号住居址出土遺物 (1:3)

第18図  3号住居址出土遺物 (1:3)

第19図  4号住居址出土遺物 (1:3)
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第22図  7号住居址出土遣物 (1:3)
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第24図  7号住居址出土遣物 (1:3)

第25図  1号掘立柱建物址出土遺物 (1:3)
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Ⅶ ま と め

今回の調査では、前章まで見てきたように古墳時代の住居址、平安時代の住居址、濤状遺構、土坑、

掘立柱建物址が検出された。

古墳時代の住居は竪穴で炉をもち、 4本主柱穴の一般的な構造である。時期的には古墳時代前期に

位置付けられる。当該時期の遺跡では七里岩合地上の坂井南遺跡が著明であるが、藤井平での発見は

あまりなく貴重な発見と言えよう。平安時代の住居址は、出土遺物から平安時代後半～末に比定され

る。カマ ドをもつ住居のカマ ド位置は、いずれも南東隅であり、この時期に特徴的な作り方といえる。

掘立柱建物址から出土した長頸壷は、特徴的な形態を呈しており祭祀にかかわるものであろうか。濤

はほぼ南北方向に開削されており、条里の基準となったという伝承をもつ小字の立岩 (た ていし)と

なった石が調査区域端にあり、これらは条里にかかわる可能性もある。今回の調査では、以上のよう

な成果が得られ、重要な発見であったといえよう。

お わ り に

立石遺跡から発見された遺構と遺物は各時期の歴史を解明するうえで重要なものであるが、本報告

善は限られた作業のなかでなされたもので、遺構と比較的遺存状態の良い遺物を抽出し呈示 したにす

ぎない。遺構 。遺物の詳細な検討等がなされず不十分な点は否めないが、本書が今後の調査・研究に

資することができれば望外の喜びである。
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図 版 1

石

1号住居址

2号住居址



図 版 2

作 業 風 景

3号住居址

3号住居址カマ ド



図 版 3

4号住居址

測 量 風 景

発 掘 風 景



図 版 4

5号住居址遺物出土状態

5号住居址

5号住居址カマ ド



図 版 5

6号住居址遺物出土状態

6号住居址遺物出土状態

6号住居址遺物出土状態



図 版 6

6号住居址

7号住居址遺物出土状態

7号住居址遺物出土】犬態



図 版 7

7号住居址

発 掘 風 景

1号 土 坑



1号円形土坑 2号円形土坑

3号円形土坑 4号円形土坑

発 掘 風 景

1号掘立柱建物址



図 版 9

遺 跡 近 景

整 理 作 業

憔
岳轟嗚

実 測 作 業

1号住居址出土遺物

2号住居址出土遺物
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3号住居址出土遺物

5号住居址出土遺物

6号住居址出土遺物



版 11

7号住居址出土遺物

1号掘立柱建物址出土遺物

遺構外出土遺物
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